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　各地区福祉のまち推進センターでは、誰もが
住み慣れた地域で安心して暮らせる街づくりを
目指して、見守り活動を始めとする住民同士の

支え合い活動を進めております。各町内会・自治会に
おける見守り活動の拡大が図られる中で、各地区の特徴的な

取り組みをご紹介していきます。

清田地区福祉のまち推進センター 「各町内会・自治会との懇談会」の開催

「ふれあい広場」の開催清田中央地区福祉のまち推進センター

手作りの交流会に430名を超える
地域住民が参加し、最後まで大盛況でした。

　平成２７年度「モデル活性化支援事業」の指定地区として、各
町内会・自治会との懇談会を開催しています。懇談会では各町
内会・自治会の見守り活動への取り組み状況を直接聞くことで、
参考となる点や課題などを共有化できる良い機会となっていま
す。共有化した内容をもとに、地区福まちとして今後どのよ
うに町内会の取り組みを支援すべきか検討し、地区内の福ま
ち活動をよりよいものにしていくために奮闘しています。

　古くからお住いの方と子育て世帯が混在しているという特徴が
あるため、地域に住む住民同士が集まり、交流できる場として『ふ
れあい広場』を開催しています。子どもから高齢者まで幅広い
世代の方が交流することで、つながりをつくり、支援の輪につな
げる取り組みを進めています。近年では児童会館の協力を得て、
子どもたちも楽しみながら地域福祉活動に関わってくれていま
す。

梅の実交流茶房～町内会・自治会との連携強化～平岡地区福祉のまち推進センター

平岡雪割草町内会における
福祉マップ作成の様子。

　住民が集い、見守ることができる「地域のお茶の間」としてスター
トしましたが、利用者が少なく、福まちとしても大きな課題になって
いました。平成２４年度から町内会・自治会と個別に懇談を設け、
取り組み現状や活動に関する意見交換を行い、平成２７年度には２
回目となるアンケート調査を実施するとともに、要望に基づいて地
域福祉マップづくりを展開しました。区役所や地域包括支援セン
ター等と連携しながら、福祉のまちづくりを着実に進めています。

「福祉推進員・運営委員研修会」の開催里塚・美しが丘地区福祉のまち推進センター

グループに分かれて、
日ごろの活動について話し合いました。　

　区内で最も若いと言われた地区ですが、いよいよ高齢化率 20％
を超えました。各町内会・自治会では福祉推進員を中心に、「里・
美気にかける運動」を進めています。地区福まちでは、福祉推進
員を対象にした研修会を毎年開催していますが、福祉推進員が日頃
の活動の振り返りや困りごとを、活動者同士で話し合う研修会を初
めて実施しました。工夫した活動方法や、共通した困りごとをお互
いに共有しあうことで、活動の意義を再認識できるよい機会となり
ました。

「陽だまりひろば」の開催北野地区福祉のまち推進センター

９月１０日の認知症カフェの様子。
参加者で脳トレーニングに励みます。

　高齢化率が区内で最も高く、既に３０％を超えました。各町内会・
自治会が主体となって、高齢者等に対する見守り・訪問活動を
はじめ、介護予防、災害時避難支援といった取り組みを進めて
きましたが、認知症や老老介護といった生活課題が浮き彫りに
なってきました。
　こうした背景から、地区内の社会福祉法人厚仁会と共催し、
北野地区認知症予防支援事業「陽だまりひろば」を開催しま
した。住民みんなで認知症への理解を深め、人（地域）と
のつながりを大切にし、認知症の人やその家族を地域で支
え合うことを目指しています。
　陽だまり広場：ひ）広い心で　だ）誰でも安心できる　ま）まちを目指して　り）理解し合う認知症

東真栄町内会での懇談会の様子。
活発な情報交換が行われました。


